
小児の成人病化が問題となって久しい｡ 特に小児肥満

は成人期の生活習慣病の要因となる可能性が高いと言わ

れその対策が求められている｡ 文部科学省学校保健統計

調査データから小児における肥満児の推移をみると､ 平

成に入った頃から小学生､ 中学生､ 高校生の肥満者の割

合が多くなってきている｡ 小学校では､ 肥満者の割合が

1.5％～2.0％の範囲で推移していたものが､ 平成に入っ

てから２％を超え３％に迫る勢いで増加傾向にある｡ 中

学生､ 高校生も１％前後であった割合が1.5％前後まで

増加している｡ 興味深いことに平成に入った時代の小学

生が幼児の時､ すなわち昭和50年代後半の幼児の肥満者

割合をみると減少傾向が見られる｡ この現象の背景にあ

るものは何か｡ Peter D Gluckman らは､ 日本における

1980年から2004年までの出生体重の推移を検討して､ 肥

満児割合と出生体重との関連を次のように推察してい

る１｡ 1980年代から日本の出生体重の平均値は減少傾向

がみられるが､ これは妊婦の喫煙や妊娠子癇の予防のた

めの体重維持などによるものである｡ 母親の食事制限に

よって胎児へ供給される栄養は減少する｡ これによって

出生体重は低下傾向を示すことになる｡ 実際､ 平成15年

の国民健康・栄養調査データをみると､ 1990年は低出生

体重児の割合は6.3％であったが､その後漸増して2004年

には9.4％まで増加している｡ この低出生体重児の推移

と小学生の肥満児割合の関連をみると､ 1980年代から低

出生体重児が増加し彼らが小学生になる1990年代には小

学生の肥満児割合が増加する傾向がみられた｡ すなわち､

低出生体重児が成長して小学生となるころには､ 彼らが

肥満児となる可能性が高いことを示唆する現象がみられ

たわけである｡ この現象を説明するために､ 最近ライフ

コースアプローチという新しい考えが導入されている｡

ライフコースアプローチとは ｢胎児期､ 幼少期､ 思春

期､ 青年期およびその後の成人期における物理的・社会

的暴露による成人疾病リスクへの長期的影響に関する学

問｣ と定義されている｡ 胎児期や幼少期の社会環境要因

が成人期にどのような影響を及ぼすのか､ 長期的な観点

からリスク要因をさぐる学問である｡ この考えの基本は

成人疾病胎児起源仮説といわれる｡ 子宮内での成長およ

び発展の臨界期における栄養状態が身体システムの構造

および機能をプログラミングすることで長期的に成人疾

病罹患リスクに関与するという仮説である (図１)｡ 上

記で述べた低出生体重児に例をとれば､ 低栄養状態で子

宮内発育が不十分で出生体重が低い児は標準出生体重児

に比べ､ 成人期の肥満や生活習慣病のリスクが高くなる｡

この理由として､ 胎児は子宮内での低栄養状態によって

将来低栄養状態でも生存できるようにプログラミングさ

れる｡ しかし､ 出生後､ 予測以上に栄養状態が改善され

ると､ 栄養摂取過多になり肥満を発症しやすくなるとい

うものである｡ 現在まで､ ライフステージごとの生活習

慣病の要因が検討されている (図２)｡ 胎児期ではこれ

まで述べたように低体重を初めとするストレス､ 妊娠中

の母親の健康状態など､ 乳児期では栄養過多の幼児食､

キャッチアップ成長率､ 低成長､ 学童期では過食や足の

長さなどである｡ 小児期の足の長さは循環器疾患のリス

ク要因のマーカーといわれている３｡ 思春期では過食､

運動不足､ 肥満､ 高血圧が成人期の生活習慣病リスク要

因となっている｡

また､ 詳細な糖尿病､ 肥満､ 冠動脈疾患リスク､ 乳が

んなどに関するライフコースアプローチ的な研究も報告

されている｡ たとえば､ 日本の研究を例にとると糖尿病

では勤労者の糖尿病患者と非糖尿病患者､ および病院の

糖尿病患者を対象にした断面研究では､ 成人期の糖尿病

患者と非糖尿病患者の出生体重が2500ｇ以下の割合を比
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較すると､ それぞれ18.6％､ 9.8％と有意に糖尿病患者

の方が低出生体重児の割合が高いことが判明した４｡ 肥

満では上記に述べたように生態学的研究により1980年代

以降の日本の平均出生体重の減少とその後の小児の肥満

割合が関連していることが示唆されている｡ また冠動脈

疾患リスクでは､ 石川県内の1965年から1974年までに生

まれた4626人 (男2198人､ 女2428人) を20歳になるまで

追跡を行い､ 出生体重が重いほど血圧､ 血清コレステロー

ルは低いことを明らかにしている５｡ また､ ３歳から20

歳までの身長の伸び率が高いほど血圧､ 血清コレステロー

ルは低い結果を示している｡

ライフコースアプローチ的な研究は小児の生活環境が

小児の遺伝子まで影響する可能性を示唆するような研究

も行っている｡ まだ､ 動物実験の段階であるが､ 親の子

へのスキンシップが子のストレス反応を抑制する能力を

遺伝子レベルで影響することによって高めうることが報

告されている｡ DNA の配列に変化を起こさずかつ細胞

分裂を経て伝達される遺伝子機能の変化やその仕組みを

研究するエピジェネテｲクスという学問分野がこのよう

な知見をこれから提供してくれると思われる｡

３) ライフコースアプローチと腸内細菌叢

ライフコースアプローチでは幼少期のときの環境が将
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図１ ライフコースアプローチの仮説

図２ ライフステージごとの生活習慣病の要因



来の疾病リスクと関連をもつことに注目をおいているが､

幼少期にその基盤が形成されると考えられている一つが

腸内細菌叢である｡ 腸内細菌叢は乳幼児ではその授乳や

食生活により多様性がみられるが､ それ以後はその多様

性は縮小する｡ その多様性の中で親子間の腸内細菌叢は

類似性が低く､ 個々人の腸内細菌叢を決定するのが授乳

や離乳食ではないかと考えられている｡ また一度形成さ

れた腸内細菌叢は食生活が変化しても大きく変わらない

ことが多くの研究で報告されている｡ そのため､ 腸内細

菌叢の影響は長期間継続する可能性が高く､ いかに健康

的な腸内細菌叢を形成していくのかが重要な課題となる｡

今後ライフコースアプローチ的な研究において腸内細菌

叢と健康の関連を研究することは大変意義があると考え

られる｡

これまでライフコースアプローチと腸内細菌叢の関連

を検討した研究として､ 腸内細菌叢の中のビフィズス菌

と小児肥満の研究がある｡ 乳児期のビフィズス菌数と７

歳時のその子の体重を比較すると､ ７歳時のときに過体

重の児は標準体重の児に比べ､ 乳児期のときのビフィズ

ス菌数が少ない６｡ これまで母乳で育てられた乳児は腸

内細菌叢の中のビフィズス菌の割合が母乳で育てられて

いない児より高く､ かつ肥満児が少ないという報告があ

る７,８,９｡ これらの腸内細菌と脂肪代謝に何らかの関係

が示唆されており､ 今後腸内細菌からみた肥満対策も検

討される可能性がある｡

また動物実験であるが､ 乳児期に母子分離を行うとそ

れによってその後ストレスに対して過剰な反応が引き起

こすことがある10,11｡ 反対に母子のスキンシップがある

とストレスには正常な反応を引き起こす｡ この現象の機

序として､ 母子分離を行うことで子の腸内細菌叢が変化

を起こしそれがストレス反応に影響することが示唆され

ているが､ その経路として､ ①サイトカインや菌体成分

による､ ②腸内細菌の作用によってつくられたアミン類､

③腸内細菌の作用によってつくられた短鎖脂肪酸の影響

が示唆されている12｡

４) ライフテージ別の腸内細菌叢

時代ともに小児の食生活が変化し健康増進に寄与する

腸内細菌叢まで変化している可能性がある｡ イソフラボ

ンの１種であるダイゼインは腸内細菌叢によって代謝さ

れエクオールが産生される｡ このエクオールはエストロ

ゲン活性が高い｡ これまでの動物実験や疫学研究により､

エクオールが前立腺がん､ 乳がんの予防因子として期待

されている13｡ しかし､ エクオールは､ ダイゼインを代

謝する腸内細菌が存在しないと産生されない｡ 日本人で

は30％から50％の人がエクオール非産生者と報告されて

いる14｡ 近年､ 前立腺がんの罹患率が急増しているがこ

の背景には､ エクオール産生者の割合が低下しているこ

とが推測されている｡ 我々は､ 福岡県下の幼児､ 20歳代､

50歳以上の３つの群でのエクオール産生者割合を比較す

る予備調査を行った｡ その結果､ エクオール産生者の割

合はそれぞれ､ ７％､ 21％､ 50％となり若年者ほど低い

ことが判明した (未発表)｡

このようなライフステージ別にエクオール産生者の割

合が異なる理由は何か｡ それがわかれば前立腺癌への対

策も検討できる｡ イソフラボンを含有する大豆加工品の

味噌や豆腐の摂取はエクオール値と関連がない15｡ この

事実は､ 大豆加工品をいくら摂取してもエクオール産生

は期待できないということを意味している｡ 最近の疫学

研究で魚摂取が前立腺がんリスクを低下させることが報

告されている16｡ 日本人はエクオール産生者の割合が欧

米人に比べ高く､ かつ魚介類の摂取も欧米に比べ多いと

いう事実から､ 魚介類を含む海産物はエクオールの産生

に関与している可能性があると考えられる｡

５) 腸内細菌叢の地域性

腸内細菌叢がどのような状態であれば健康増進につな

がるのか｡ この課題を解決するための一つの方法として

腸内環境からみた子どもの食と健康

－ 49 －

I

図３ 沖縄県と福岡県の腸内細菌叢に占めるビフィズス菌の割合

図４ 沖縄県と福岡県の腸内細菌叢に占める乳酸菌の割合
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生態学的研究がある｡ 平均寿命が高い地域の住民とそれ

より低い地域の住民について､ 腸内細菌叢を分析してそ

の違いをみるものである｡ この研究方法では２つの地域

で腸内細菌叢に差が認められても､ すぐに腸内細菌叢と

長寿の因果関係があるとは結論できない｡ しかし､ 腸内

細菌叢と健康との関連を検討するための基礎資料として

価値がある｡ そこで､ 日本の長寿地域として沖縄県 I 村

を取り上げ､ 福岡県Ｋ町と比較することにした｡ 両県と

も乳幼児を対象に採便し腸内細菌叢を分析して､ その特

徴を検討した｡ 今回は健康に何らかの利益をもたらす機

能があるビフィズス菌と乳酸菌について１歳～２歳児､

３歳～５歳児の２群に分類して比較をした｡ ビフィズス

菌については､ 沖縄県が福岡県の約６倍と高い値を示し

た｡ なぜ､ 沖縄県は福岡県に比べ非常に高い値を示した

のか｡ これほどの差がでるような食生活の差がみられる

のか｡ 今後これらについて検討する必要がある｡ 乳酸菌

に関しては､ 逆に福岡県の割合が高くなった｡ ビフィズ

ス菌､ 乳酸菌とも年齢の増加とともに割合は減少する傾

向がみられた｡

腸内細菌叢は乳児のときにその原型が形作られ､ 以後

食習慣が変化してもあまり変わらないとされている｡ こ

の点についてはさらに検討する必要があると思われるが､

もしそうだとすれば､ 長寿地域では幼児の時から腸内細

菌叢の中で健康増進効果があるとされるビフィズス菌が

他地域に比べはるかに多いことが示唆される｡ 腸内細菌

叢を決定づける乳児の食生活がどのように異なるのか､

それを明らかにしていくことで､ 成人期の疾病リスク要

因を保有し始める小児期からの健康なライフスタイルの

形成を目指すことができる｡ そのような食生活を食育活

動に取り入れることでより健康増進に結びつく活動が推

進できると考えられる｡
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